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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ

蓮
如
講
聞
法
会

蓮如講より２５０万円の寄付金

吉崎別院境内総合整備計画に
深いご理解を賜る

聞
法
会
終
了
後
、
蓮
如
講
長
米
村
藤
夫

氏
よ
り
、
寄
付
金
が
輪
番
に
渡
さ
れ
ま

し
た
。
予
て
よ
り
、
本
堂
と
対
面
所
の

「
雪
囲
い
」
設
置
の
た
め
に
蓄
え
ら
れ

て
き
た
寄
付
金
。
こ
の
度
の
鐘
楼
堂
屋

根
瓦
落
下
を
受
け
て
、
輪
番
よ
り
懇
切

丁
寧
に
工
事
着
工
の
優
先
順
位
と
別
院

の
経
済
状
況
が
説
明
さ
れ
て
き
た
中
で
、

蓮
如
講
と
し
て
ご
賛
同
と
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
吉
崎
別
院
の
「
境
内
総

合
整
備
計
画
推
進
資
金
会
計
」
に
納
め

ら
れ
、
預
金
残
高
と
合
わ
せ
て
、
年
内

中
に
は
鐘
楼
堂
の
ご
修
復
本
工
事
着
工

を
行
う
予
定
で
す
。
尚
、
今
後
も
中
興

（
再
興
）
上
人
と
称
さ
れ
た
蓮
如
上
人

の
ご
精
神
「
教
財
一
如
」
を
基
軸
と
し

て
、
総
合
整
備
計
画
を
遅
滞
な
く
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

9
月
1
日
蓮
如
講
聞
法
会
が
開
か
れ
、
約
15

人
以

上
が
お
聴
聞
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
・
五
辻
信
行
師

（
当
別
院
輪
番
）
は
現
代
の
多
宗
教
時
代
の
中
に
お

い
て
、
親
鸞
聖
人
一
流
の
教
え
を
聞
く
こ
と
の
大
切

さ
と
、
聞
法
に
よ
る
、
徹
底
し
た
自
己
批
判
の
姿
勢

の
必
要
性
を
熱
心
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

蓮
如
講
聞
法
会
は
、
北
陸
在
住
の
蓮
如
講
員
を
中
心

に
毎
年
2
回
開
か
れ
、
吉
崎
別
院
を
会
場
に
平
成
17

年
の
結
成
以
来
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

蓮
如
講
結

成
に
携
わ
っ
た
中
村
清
さ
ん
（
あ
わ
ら
市
在
住
）

は
、
「
何
の
た

め
に
日
本
に
吉

崎
別
院
が
存
在

す
る
の
か
？
そ

の
意
味
を
未
来

永
劫
に
亘
り
確

か
め
、
伝
え
て

い
く
使
命
を
強

く
感
じ
て
結
成

せ
ず
に
は
お
れ

な
か
っ
た
。
」

と
当
時
を
振
り

返
り
、
蓮
如
講

の
興
隆
と
存
続

を
強
く
願
っ
て

い
ま
し
た
。


